
地域の課題解決につなげるため、生物生産学部が 
大崎上島町と連携して実施した新たな「地域体験授業」の 

様子が、6月15日の中国新聞に掲載されました。 
同町の農事組合法人「シトラスかみじま」金原邦也組合長の
授業と指導で、高級かんきつ「せとか」の摘果作業に取り組む

学生の姿などが紹介されています。 
 

なお、この授業は文部科学省の「地（知）の拠点整備事業」の 
支援を受けています。 
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